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「
通
学
す
る
子
ど
も
が
、
地
域
の
人
が
、

頭
を
下
げ
て
門
前
を
通
る
」、「
朝
夕
、

梵
鐘
の
音
が
響
き
、
本
堂
か
ら
は
勤
行

の
声
が
聞
こ
え
る
」
情
景
。「
御
院
さ
ん
、

門
前
の
法
語
が
今
月
替
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
よ
」、「
漬
物
が
出
来
た
の
で
坊
守
さ

ん
食
べ
て
み
て
」
等
々
何
気
な
い
日
常

の
対
話
。

地
域
の
中
で
寺
の
存
在
は
、
永
く
継

承
さ
れ
て
き
た
姿
で
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
社
会
構
造
的
問
題
、
死
生
観
の

変
化
に
と
も
な
っ
て
、
地
域
社
会
で
の

寺
の
位
置
づ
け
が
だ
ん
だ
ん
と
希
薄
に

な
り
、
寺
の
有
り
様
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
今
日
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

山
陰
教
区
で
は
、
次
世
代
へ
の
相
続

と
変
革
を
考
え
、
日
常
の
寺
院
活
動
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
未
来
に
全
国
の
市
町
村
が
消
え
、

全
国
の
七
万
七
千
ケ
寺
の
三
割
、
四
割

が
消
滅
す
る
と
の
記
事
を
見
ま
す
と
、

他
人
事
と
す
ま
さ
れ
な
い
現
実
を
痛
感

し
ま
す
。
お
寺
が
消
え
て
い
く
こ
と
は

「
教
え
」
そ
の
も
の
が
相
続
さ
れ
て
い
か

な
い
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。「
教
え
」
や
「
お
寺
」
が

ど
う
現
代
社
会
と
接
点
を
持
て
る
の
か

を
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
門
信
徒
・

僧
侶
一
人
ひ
と
り
の
喫
緊
の
問
題
と
思

う
の
は
考
え
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

御
門
主
が
「
お
寺
と
ご
法
話
が
身
近

な
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
略
）
み
教
え
は
、
み
教
え
を
喜
ん
で
生

き
る
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
っ
て
い
き
ま

す
」と
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。（
本

願
寺
新
報
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
日
号
）

「
つ
な
が
り
」「
寄
り
添
う
」「
顔
が
見
え

る
」
素
朴
な
姿
の
付
き
合
い
は
、
ま
だ

ま
だ
残
る
、
我
々
ロ
ー
カ
ル
に
住
む
山

陰
教
区
に
与
え
ら
れ
た
、
大
き
な
財
産

と
も
思
え
ま
す
。
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の

時
代
に
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
こ
と
へ
の

相
続
と
変
革
は
、
大
き
な
労
力
が
い
る

こ
と
で
す
が
、
現
実
に
直
面
す
る
私
た

ち
が
、
相
互
に
問
題
意
識
を
喚
起
し
、

歩
ん
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

実
践
運
動
と
は
「
言
葉
」
か
ら
「
行
動
」

へ
の
姿
勢
で
あ
り
、
歴
史
的
、
地
域
的

に
異
な
る
寺
々
が
、
自
ら
の
立
場
で
追

及
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、「
結
ぶ
絆
か
ら

　

広
が
る
ご
縁
へ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

中
央
か
ら
地
方
へ
の
従
来
の
体
質
か

ら
、
地
方
か
ら
中
央
へ
の
発
想
を
目
指

し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

地
域
と
寺
院
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る　

高
　
野
　
顯
　
信

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長

庫裡裏の庭園は、第十一世諦観の代、天明の飢饉の際、保有していた籾を放出し、感じた近在の人が労
力奉仕により現形にしたと伝えられる。
春は中心のつつじ、さつき、秋には周囲のもみじが美しい。

寺院名物シリーズ　　大田西組　願楽寺「紫白庭（しはくてい）」33



（2）第137号 2017（平成29）年 3月30日

山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

慈
光
照
護
の
も
と
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
慶
賀
に
存
じ
あ
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
三

月
十
五
日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
北
海
道
教

区
教
務
所
長
・
本
願
寺
札
幌
別
院
輪
番
・

札
幌
龍
谷
学
園
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。

二
年
十
一
ヶ
月
の
在
職
中
は
、
公
私
に

わ
た
り
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ

ご
挨
拶

北
海
道
教
区
教
務
所
長

本
願
寺
札
幌
別
院
輪
番

札
幌
龍
谷
学
園
理
事
長

　
中
尾
了
信

ま
す
。

初
め
て
の
教
務
所
長
と
い
う
職
務
を
、

こ
の
山
陰
で
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
大
変
有
難
く
、
み
な
さ
ま
の
お
育
て
に

あ
ず
か
り
ま
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま

す
。新

任
地
に
お
き
ま
し
て
も
、
宗
門
の
護

持
発
展
に
精
進
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
教
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
山
陰
教
区
の
み
な
さ
ま

の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
念
じ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

慈
光
の
も
と
、
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
健
勝
に
て
お
念
仏
相
続
の
こ
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年
三
月
十
五

日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
山
陰
教
区
教
務
所

長
・
本
願
寺
山
陰
教
堂
主
管
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

ご
本
山
に
お
き
ま
し
て
は
昨
年
十
月
よ

り
伝
灯
奉
告
法
要
が
お
勤
ま
り
に
な
っ
て

ご
挨
拶

山
陰
教
区
教
務
所
長

本
願
寺
山
陰
教
堂
主
管

　
髙
橋
格
昭

お
り
、
ま
た
、
宗
門
総
合
振
興
計
画
に
基

づ
き
様
々
な
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
山
陰
教
区
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
・

少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
中

で
、
多
く
の
み
な
さ
ま
が
ご
法
義
相
続
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
と
う
か
が
っ
て
お
り

ま
す
。

み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
職
務
を
全
う
で
き
ま
す
よ
う
精
励

い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

合
掌

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る

地
震

義
捐
金
・
見
舞
金
に
つ
い
て

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る

地
震

義
捐
金
見
舞
金
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
方
々

（
平
成
二
十
九
年
一
月
～
三
月
）

昨
年
十
月
二
十
一
日
に
発
生
し
た
鳥

取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
い

て
、
教
区
内
外
か
ら
当
教
区
教
務
所
宛

に
心
温
ま
る
義
捐
金
、
見
舞
金
を
頂
戴

し
て
お
り
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
捐
金
・
見
舞

金
に
つ
い
て
は
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
組

へ
見
舞
金
と
し
て
送
金
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
興
を
衷
心
よ
り
念
じ
ま
す
。

合
掌

山
口
教
区
教
務
所
、
福
岡
教
区
教
務

所
、山
口
教
区
寺
族
青
年
会「
若
朋
会
」、

邑
智
東
組
、
大
田
西
組
願
楽
寺（

敬
称
略
）
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日
時
：
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年

　
　
　
　

二
月
二
十
二
日
（
水
）

　
　
　

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時

会
場
：
本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

①�

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実

践
運
動
）」
中
央
委
員
会
報
告

�　

北
島
清
秀
中
央
委
員
か
ら
、
二
月
二

日
開
催
の
中
央
委
員
会
報
告
。

１
．
宗
門
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
。

２
．�

伝
灯
奉
告
法
要
ご
門
主
ご
親
教
「
念

仏
者
の
生
き
方
」
に
つ
い
て
。

３
．�「
十
年
、
二
十
年
後
の
日
本
社
会
で

求
め
ら
れ
る
僧
侶
像
・
寺
院
像
答

申
書
」
に
つ
い
て
。

②�

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
事
業

報
告

�　

事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
度
教
区
委
員
会
事
業
に
つ

い
て
報
告
。
各
部
会
部
長
・
副
部
長
か
ら
、

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
各
部

会
事
業
に
つ
い
て
報
告
。

③�

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
事
業

計
画
案

�　

事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
七
（
平
成

二
十
九
）
年
度
教
区
委
員
会
事
業
計
画

案
に
つ
い
て
説
明
。

④
点
検
報
告
書
に
つ
い
て

�　

事
務
局
か
ら
、
二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
度
「
御
同
朋
の
社
会
を
め

ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
推
進
状
況
の

点
検
報
告
書
に
つ
い
て
、
試
案
を
提
示
。

協
議
の
結
果
、
試
案
通
り
承
認
。

⑤
部
会

�　

各
部
会
に
分
か
れ
、
来
年
度
事
業
等

に
つ
い
て
協
議
。

⑥
全
体
会

�　

部
会
で
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
各

部
会
部
長
・
副
部
長
か
ら
報
告
。

�〈
寺
院
活
動
支
援
部
会
（
西
原
部
長
・
目

次
副
部
長
）〉

・�

連
研
担
当
で
は
、
連
研
ノ
ー
ト
E
を
活

用
し
研
修
会
を
開
催
す
る
。

・�

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
担
当
で
は
、

機
関
紙
を
発
行
予
定
。
今
年
度
発
行
し

た
し
お
り
に
つ
い
て
も
P
R
し
た
い
。

宗
派
で
は
思
春
期
の
若
者
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
。
教
区
で
も

研
修
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

・�

ご
縁
ま
ち
交
流
は
、
仏
青
と
共
催
し
さ

ら
に
充
実
し
た
企
画
に
し
た
い
。
こ
れ

ま
で
松
江
で
開
催
し
て
い
た
が
、
次
回

は
西
部
で
の
開
催
を
検
討
。
開
催
時
期

は
七
月
を
予
定
。
三
月
に
は
担
当
者
会

を
開
催
し
た
い
。

二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
度
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動（
実
践
運
動
）山
陰
教
区
委
員
会（
総
会
）

・
教
材
と
し
て
紙
芝
居
の
作
成
を
検
討
。

〈
同
朋
社
会
部
会
（
大
草
部
長
）〉

・�

同
朋
社
会
研
修
会
に
つ
い
て
は
、「
自

死
」
を
テ
ー
マ
と
し
七
月
に
出
雲
市
民

会
館
で
開
催
予
定
。講
師
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
。

・�

部
落
解
放
島
根
県
講
座
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
参
加
奨
励
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

〈
伝
道
広
報
部
会
（
柳
樂
副
部
長
）〉

・�

僧
侶
研
修
会
は
八
月
二
十
九
日
・
三
十

日
に
出
雲
市
民
会
館
に
て
開
催
。
浅
田

和
上
に
講
義
を
い
た
だ
く
。

・�

伝
道
資
料
と
し
て
発
行
し
て
い
る
妙
好

人
カ
レ
ン
ダ
ー
が
好
評
。
来
年
度
は
さ

ら
な
る
増
刷
を
行
う
。
ま
た
、
事
務
局

か
ら
山
陰
教
区
発
行
の
伝
道
資
料
一
覧

を
配
布
。今
後
も
周
知
を
広
げ
て
い
く
。

・�

特
別
法
務
員
・
法
務
員
試
験
合
格
者
連

絡
協
議
会
並
び
に
勤
式
研
修
会
は
、
七

月
二
十
四
日
に
山
陰
教
堂
で
開
催
。

・�

勤
式
練
習
所
は
、
伝
灯
奉
告
法
要
の
日

程
を
考
慮
し
六
月
か
ら
七
回
、
山
陰
教

堂
で
行
う
。
教
堂
で
の
開
催
は
三
回
目

で
あ
り
掘
り
下
げ
た
内
容
の
講
義
を
行

う
。

・�

教
区
報
を
三
回
発
行
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
継
続
し
て
運
営
を
行
う
。

⑦
そ
の
他

・
担
当
者
会
担
当
者
新
任
に
つ
い
て

　

�　

事
務
局
か
ら
、
山
陰
教
区
委
員
会

設
置
規
則
内
規
第
八
条
二
項
に
基
づ

き
、
担
当
者
新
任
に
つ
い
て
説
明
。

承
認
。

・
各
組
実
践
運
動
推
進
状
況
に
つ
い
て

　

�　

事
務
局
か
ら
、
各
組
総
合
基
本
計

画
・
規
則
に
つ
い
て
未
提
出
の
組
へ

の
提
出
依
頼
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

各
研
修
会
の
報
告
依
頼
。

協
議
の
中
で

・�

点
検
報
告
書
の
達
成
度
に
つ
い
て
、
や

や
控
え
め
に
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の

で
、
来
年
度
以
降
で
評
価
内
容
に
よ
っ

て
は
達
成
度
を
変
え
る
こ
と
を
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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期
日　

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年

　
　
　

二
月
二
十
五
日
（
土
）

会
場　

あ
す
て
ら
す
三
階
研
修
室（

大
田
市
）

「
死
を
受
け
止
め
る
十
の
こ
と
」
と
題

し
て
、
野
の
花
診
療
所
（
鳥
取
市
）
院
長

の
徳
永
進
先
生
を
ご
講
師
に
迎
え
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
死
」
と
い
う
重
い

テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
泣
き
な
が

ら
笑
い
な
が
ら
、
そ
し
て
、
突
然
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
を
交
え
て
の
お
話
し
に
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
た
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
死
の
受

け
止
め
方
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
、
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。」「
突
然
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。」

「
二
回
目
が
聞
き
た
い
で
す
。」
な
ど
多
く

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ビ

ハ
ー
ラ
山
陰
の
会
員
を
は
じ
め
合
計

一
〇
三
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

徳
永
先
生
の
著
書
も
大
好
評
で
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
度　

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
公
開
講
座

感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町498-6　松江駅前第一生命ビル2階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB中国四国　松江支店

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
一
月

二
十
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
、
山
陰
教

堂
の
御
正
忌
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し

た
（
今
年
か
ら
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」

を
「
御
正
忌
法
要
」
と
法
座
名
を
変
更
）。

松
江
組
・
神
門
組
の
御
法
中
、
山
陰
教

区
雅
楽
声
明
の
会
「
雅
龍
会
」
の
皆
様
に

御
出
仕
い
た
だ
き
、
午
前
の
法
要
は
宗
祖

讃
仰
作
法
（
第
一
種
）、
午
後
の
法
要
は

宗
祖
讃
仰
作
法
（
音
楽
法
要
）
を
お
勤
め

し
ま
し
た
。

ご
講
師
は
兵
庫
教
区
神
姫
組
光
輪
寺
ご

本
願
寺
山
陰
教
堂 

御
正
忌
法
要

住
職�

棚
原
正
智
師
。
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご

生
涯
が
描
か
れ
た
『
御
絵
伝
』
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
使
っ
て
丁
寧
に
お
取

り
次
ぎ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
お
昼
に
雅
楽
の
楽
器
の
説
明

と
実
演
が
雅
龍
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
ご
参
拝
の
皆
様
が
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

寒
い
中
の
法
要
で
し
た
が
、
多
数
の
お

参
り
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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【歳　入】� 経常部 【歳　出】� 経常部

2017（平成29）年度山陰教区一般会計歳計予算

款　　　　　項 29年度予算額 28年度予算額 対比△減�

1 教区賦課金 36,100,000 32,900,000 3,200,000

1 本年度賦課金 36,100,000 32,900,000 3,200,000

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 12,950,000 12,800,000 150,000

1 宗派助成金 12,950,000 12,800,000 150,000

3 願記手数料 2,000,000 2,000,000 0

1 願記手数料 2,000,000 2,000,000 0

4 回　　　　金 940,000 1,000,000 △�60,000

1 回　　　金 940,000 1,000,000 △�60,000

5 雑　　収　　入 1,010,000 1,000,000 10,000

1 雑　　収　　入 1,010,000 1,000,000 10,000

6 前年度繰越金 8,000,000 6,800,000 1,200,000

1 前年度繰越金 8,000,000 6,800,000 1,200,000

経常部合計 61,000,000 56,500,000 4,500,000

28年度予算額 27年度予算額 対比△減�

1　協賛金 2,200,000 3,400,000 △�1,200,000

1　協賛金 2,200,000 3,400,000 △�1,200,000

2　特別協賛金 100,000 100,000 0

1　特別協賛金 100,000 100,000 0

臨時部合計 2,300,000 3,500,000 △�1,200,000

歳入総計 63,300,000 60,000,000 3,300,000

【歳　入】� 臨時部

【歳　出】� 経常部

款　　　項　　　目 29年度予算額 28年度予算額 対比△減�

1 教区事業費 13,940,000 13,800,000 140,000

1 総合教化企画費 2,900,000 2,900,000 0

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 2,900,000 2,900,000 0

2 教化費 6,200,000 5,860,000 340,000

1 寺院機能振興費 1,350,000 1,150,000 200,000

2 婦人青少年費 1,400,000 1,400,000 0

3 総代・壮年費 300,000 300,000 0

4 研修費 1,600,000 1,660,000 △�60,000

5 矯正福祉費 400,000 400,000 0

6 災害活動費 300,000 200,000 100,000

7 文書伝道費 800,000 700,000 100,000

8 教化活動費 50,000 50,000 0

3 助成費 4,840,000 5,040,000 △�200,000

1 布教団助成金 350,000 550,000 △�200,000

2 各種団体助成金 490,000 490,000 0

3 地方教化助成費 4,000,000 4,000,000 0

2 会議費 1,400,000 2,150,000 △�750,000

1 会議費 1,400,000 2,150,000 △�750,000

1 教区会議費 850,000 1,450,000 △�600,000

2 組長会費 400,000 550,000 △�150,000

3 各種会議費 100,000 100,000 0

4 職員会議費 50,000 50,000 0

款　　　項　　　目 29年度予算額 28年度予算額 対比△減�

3 教務所費 26,780,000 25,950,000 830,000

1 人件費 21,480,000 20,150,000 1,330,000

1 教務所職員俸給 13,100,000 12,950,000 150,000

2 賞与 3,000,000 3,000,000 0

3 退職交付金 0 0 0

4 福祉費 2,800,000 2,700,000 100,000

5 諸手当 2,480,000 1,400,000 1,080,000

6 教区勤式指導員事務費 100,000 100,000 0

2 事務費 3,800,000 4,300,000 △�500,000

1 通信印刷費 2,000,000 2,100,000 △�100,000

2 事務消耗品費 600,000 600,000 0

3 事務諸費 1,000,000 600,000 400,000

4 備品費 200,000 1,000,000 △�800,000

3 旅費 1,000,000 1,000,000 0

1 交通費 1,000,000 1,000,000 0

4 諸費 500,000 500,000 0

1 慶弔供奠費 100,000 100,000 0

2 接待費 50,000 50,000 0

3 渉外費 150,000 150,000 0

4 雑費 200,000 200,000 0

4 回金 16,900,000 11,850,000 5,050,000

1 回金 16,900,000 11,850,000 5,050,000

1 山陰教堂運営費 12,050,000 10,500,000 1,550,000

2 事務機購入費 300,000 300,000 0

3 災害対策費 3,000,000 500,000 2,500,000

4 退職積立金 1,500,000 500,000 1,000,000

5 子ども若者推進事業費 50,000 50,000 0

6「各種法要」積立金 0 0 0

7 平衡資金 0 0 0

5 宗会議員選挙費 100,000 1,000,000 △�900,000

1 宗会議員選挙費 100,000 1,000,000 △�900,000

1 宗会議員選挙費 100,000 1,000,000 △�900,000

6 予備費 1,880,000 1,750,000 130,000

1 予備費 1,880,000 1,750,000 130,000

歳　出　合　計 61,000,000 56,500,000 4,500,000

29年度予算額 28年度予算額 対比△減�

1　山陰教堂回金 2,300,000 3,500,000 △�1,200,000

1　山陰教堂回金 2,300,000 3,500,000 △�1,200,000

臨時部合計 2,300,000 3,500,000 △�1,200,000

歳出総計 63,300,000 60,000,000 3,300,000

【歳　出】� 臨時部

自�平成29年4月�1日　至�平成30年3月31日
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2017（平成29）年度　山陰教区行事予定
部　門 行事名 期　　　日 会　　　場 講　師 参加者

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
教
区
委
員
会

実
践
運
動

実践運動推進委員会（総会）
組長・各組選出者研修協議会（実践）
同朋社会研修会
ご縁まち交流
キッズサンガ通信の発行
子ども・若者ご縁づくり研修会（仮称）

実践運動ブロック連絡協議会（５ブロックごとに自主的に開催）

実践運動僧侶研修会（組、ブロック開催）
実践運動推進協議会（組、ブロック開催）

連
研

連研のための研究会
連研履修者研修会

広
報
出
版

教区報「山陰」発行　600 部 138 号、139 号、140 号
ホームページ「山陰教区」� http://saninkyoku.net
妙好人カレンダー発行（30,000 部） 10 月発行予定

社推協 各施設カレンダー配布

ビハーラ

ビハーラ山陰総会・研修会 6月 7日（水） 山陰教堂教化センター
ビハーラ活動第 4連区研修会 ―
ビハーラ全国集会 2月 17 日・18 日（土・日） 本願寺
ビハーラ公開講座
ビハーラ山陰機関誌発行

僧侶
僧侶研修会 8月 29 日・30 日（火・水） 出雲市民会館 淺田恵真師
勤式講習会（僧侶研修会と併修） 8月 29 日・30 日（火・水） 出雲市民会館 勤式指導員

勤式
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 7月 24 日（月） 山陰教堂教化センター
勤式練習所 6月～ 2月（7回） 山陰教堂教化センター・本堂 勤式担当者

門推協

総会 ･研修会
実践運動研修会
第４連区門徒推進員実践運動研修会
会報 ｢ともしび ｣発行

布教団

総会・研修会 4月 18 日（火） 山陰教堂教化センター
地区別布教大会
青年布教使育成教区研修会
第４連区布教使研修会 6月 29 日・30 日（木・金） 高知県南国市
第４連区青年布教使研修会 9月 28 日・29 日（木・金） 備後教区
研修旅行 8月 22 日～ 26 日（火～土） インド仏跡参拝
寺院振興 ｢ともしび法座 ｣（15 年目）

総代会
総代研修会 10 月 11 日（水）か 12 日（木） ビッグハート出雲 未定 200 名募集
会報「門徒総代会だより」発行 3月末発行予定

仏
教
壮
年
会

総会 ･研修会
ブロック研修会（鳥取地区）
ブロック研修会（石見地区）
ブロック研修会（出雲地区）
連区連絡協議会
会報「壮創」発行

仏
教
婦
人
会

仏
婦

教区仏婦連盟総会・研修会 5月 18 日（木） 松江テルサ
実践運動研修会
教区若婦人のつどい
連区連絡協議会
仏教婦人幹部研修会
若婦人中央研修
仏婦組代表者伝灯奉告法要参拝 4月 4日（火） 本願寺
総連盟総会 4月 5日（水） 本願寺

寺
婦

寺族婦人研修会 9月 5日・6日（火・水） さひめ野 武田正文師
寺族若婦人研修会
会報「寺婦のひろば」発行

青
少
年

少
年

総会・研修会
指導者研修会　
少年連盟中央研修会
中 ･四国ブロック指導者研修会 6月 26 日・27 日（月・火） 備後教区担当
中央少年教化寺族女性研修会
広報紙 ｢はばたき ｣発行

保
育

まことの保育大学講座（連区）
全国保育大会
総会・理事会
教区まことの保育入門講座
中央研修会
仏青ブロック研修会
教区の集い
青少年教化指導者研修会

野
球

全国寺族青年軟式野球大会
中 ･四国地区寺族青年野球大会

矯　正
矯正教化連盟山陰教区支部総会 山陰教堂
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会

保護司 更生保護事業支部総会 山陰教堂
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2017（平成29）年度�本願寺山陰教堂�燈映会・鳥取常例平成28年度　ともしび法座開座一覧
2017（平成 29）年度出講予定

鳥�取�常�例�線
各月�14 日～ 18 日 ブロック 組�名 寺�号 講�師�名

平成 29 年 4月 石　東 大田東 長泉寺 中 村 英 晴
7月 邑　智 千須賀 長源寺 津 田 浩 子
9月 石　西 浜　田 覚永寺 市 野 覚 生
10月 出雲・鳥取 松　江 眞光寺 吉 田　� 剛

平成 30 年 3月 教区外 山口教区邦西組照蓮寺 岡 村 遵 賢

　本願寺山陰教堂�「燈映会常例法座」�
各月13：30～（10月1月を除く） ブロック 組�名 寺�号 講�師�名

平成 29 年 4月21日金 石　東 大田東 浄土寺 徳 川 真 英

5月19日金 邑　智 邑智東 眞清寺 瑞 光 倫 浩

6月21日水 石　西 浜　田 光西寺 緇 川 杏 美

7月21日金 出雲・鳥取 出　雲 成福寺 本 多 昭 人

8月21日月 石　東 大田東 法専寺 小笠原　芳秀

9月21日木 邑　智 千須賀 浄福寺 小 玉 教 雄

10月20日金
教区外

報　恩　講　法　要

AM�10：00～・PM�1：30～ 安芸教区高田西組善立寺 松�林　行�圓

12月21日木 石西 鹿　足 誓立寺 朋�澤��融�智

平成 30 年 1月19日金
教区外

御　正　忌　法　座

AM�10：00～・PM�1：30～ 備後教区奥組浄福寺 山�下　義�円

2月21日水 出雲・鳥取 松　江 圓照寺 深�田　俊�正

3月20日火 石東 大田西 法久寺 特�留　宣�裕

開催組 開催寺院 法座名 開座日 開始時間 出講講師

邑智西 浄蓮寺 永代経 平成28年 5月22日（日）13：00 一座 特留宣裕

大田西 浄林寺 報恩講 10月31日（月）13：00 一座 齋藤友法

佐　波 大光寺 報恩講 11月12日（土）13：00 一座 市野覚生

大田東 禮善寺 報恩講 11月12日（土）13：00 一座 柳楽由乗

邑智西 浄蓮寺 報恩講 11月19日（土）13：00 一座 藤澤行治

江　津 淨念寺 報恩講 11月23日（水）13：00 一座 三瀧香順

鹿　足 了徳寺 御正忌報恩講 平成29年 1月8日（日）� 9：30 13：30 加納　真

大田中 浄蓮寺 御正忌報恩講 1月15日（日）13：00 一座 特留宣裕

2017（平成29）年度　山陰教区勤式練習所日程
会場はいずれも本願寺山陰教堂

開催日 時　間 内　容 テーマ

6月15日（木）
13：00～15：00

日常勤行・焼香 法事などで行う仏事作法
を学ぶ※開所式含む

7月20日（木） 13：00～15：00
荘　　厳

お盆前の確認に
（本堂内陣・仏壇）

9月14日（木） 18：30～21：00

先請伽陀

報恩講前の確認に、教師
教修を受けられる方に

合殺念仏
四句念仏
願似回向
頌　　讃

10月19日（木） 18：30～21：00
礼　　讃

教師教修を受けられる方に
登 礼 盤

12月14日（木） 18：30～21：00

葬　　儀

得度習礼を受けられる方に

　・帰三宝偈
　・三 奉 請
　・正 信 偈
　・念　　仏
　・和　　讃
　・回　　向
被 着 法

1月25日（木） 18：30～21：00
正 信 偈

得度習礼を受けられる方に
和　　讃

2月13日（火）

14：00～18：00 無量寿経作法

住職継職法要でお勤めさ
れることの多い作法です

※閉所式含む 　・総 礼 頌
※懇親会予定 　・三 奉 請

　・発 起 序
　・念　　仏
　・経　　段
　・念　　仏
　・成 就 文
　・回 向 句

伝灯奉告法要�山陰教区団体参拝一覧（後期）
2017 年 3 月 1日現在

№ 組 寺 班 ｺｰｽ 参拝日 参拝人数

1 松 江 3月� 9日 180�

2 出 雲 A 3月10日 212�

3 出 雲 B 3月10日 26�

4 江 津 3 3月12日 26�

5 川 本 2 3月13日 20�

6 神 門 3月14日 215�

7 三 隅 1 3月14日 81�

8 浜 田 1 4月� 1日 38�

9 大 田 東 4月� 2日 120�

10 大 田 西 瑞泉寺（離郷門信徒） 4月� 2日 80�

11 浜 田 真光寺 4月� 3日 40�

12 鳥取因幡 願正寺 2 4月� 4日 40�

13 益 田 4月� 4日 123�

14 出 雲 南 4月11日 120�

15 鳥取因幡 浄善寺 4月12日 15�

16 江 津 4 4月13日 30�

17 江 津 5 4月16日 40�

18 鳥取因幡 円淨寺 4月26日 15�

19 大 田 西 4月26日 154�

20 石見合同 （離郷門信徒） 4月29日 100�

21 鳥取因幡 西法寺 5月� 1日 15�

22 鳥取因幡 光輪寺 2 5月� 2日 20�

23 鳥取因幡 正覺寺 5月13日 20�

24 千 須 賀 2 5月15日 62�

25 三 隅 2 5月16日 40�

26 浜 田 2 5月24日 44�

27 大 田 中 5月25日 129�

28 川 本 1 5月26日 80�

29 佐 波 5月27日 80�

30 江 津 6 5月27日 30�

31 邑 智 西 5月28日 120�

32 三 隅 3 5月31日 30�

合計 2,445�
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山陰教区「子ども・若者ご縁づくり」公式ホームページができました !!（http://kids-sangha.saninkyoku.net）

三
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
五
時
三
十

分
か
ら
松
江
市
「
大
橋
館
」
に
て
、
布
野

信
之
前
門
徒
宗
会
議
員
並
び
に
小
笠
原
寧

之
前
教
区
会
議
長
の
慰
労
会
と
、
先
の
宗

会
議
員
総
選
挙
に
ご
当
選
さ
れ
ま
し
た
小

笠
原
義
宣
僧
侶
宗
会
議
員
、原
田
光
生
（
晃

耀
）
僧
侶
宗
会
議
員
、
竹
下
三
郎
門
徒
宗

会
議
員
の
激
励
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。四

十
余
名
の
教
区
要
職
者
に
ご
参
集
い

た
だ
き
、
賑
々
し
く
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
期
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
り
門
徒
宗

会
議
員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
布
野

前
議
員
、
三
期
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り

教
区
会
議
長
と
し
て
教
区
の
運
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
小
笠
原
前
教
区
会
議
長
に

感
謝
を
申
し
あ
げ
、
ま
た
、
小
笠
原
議
員
、

前
門
徒
宗
会
議
員
並
び
に
前
教
区
会
議
長
慰
労
会
・
宗
会
議
員
激
励
会

原
田
議
員
、
竹
下
議
員
の
今
後
の
ご
活
躍

を
激
励
し
ま
し
た
。

山
陰
教
区
「
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
」

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
家
族
で
仏
事

に
つ
い
て
学
べ
る
教
化
資
料
と
し
て
し
お

り
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
し
お
り
は
、
一
枚
一
枚
に
仏
事
に
つ

い
て
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
お
り
、
Q
R

コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
読
み
込
む
と
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
ペ
ー
ジ

が
開
く
も
の
で
、
ご
法
座
や
ご
法
事
で
若

い
世
代
の
方
々
に
向
け
た
教
化
伝
道
に
ご

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
門
徒
・
有
縁
の

皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

こ
の
し
お
り
は
、
一
セ
ッ
ト
五
枚
入
り

一
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。
お
申
込
み

は
山
陰
教
区
教
務
所
宛
に
申
込
書
を
郵
送

ま
た
は
F
A
X
に
て
ご
送
付
願
い
ま
す
。

※�

お
申
込
み
は
十
セ
ッ
ト
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※�

発
送
に
か
か
る
運
賃
は
着
払
い
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
し
お
り
で
学
ぼ
う
。」

　
　
　

～
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
～

　

今
年
度
か
ら
実
働
し
て
お
り
ま
す
「
過

疎
対
応
支
援
員
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
宗
派
（
過
疎
地
域
対
策
担
当
）

及
び
教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
て
お
り
、
昨

年
十
二
月
か
ら
各
組
を
順
次
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

寺
お
こ
し
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、

寺
院
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
法
要
・

法
座
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
解
散
・
合

併
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
困
り
ご
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
務
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※�

山
陰
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
過
疎
対
応
支
援
員
」
の
活
動
に
つ
い
て
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教
区
報
の
執
筆
区
割
り
が
変
わ
り
二
回

目
の
期
待
に
沿
え
な
い
“
苦
役
”
で
す
。

石
見
部
は
高
齢
化
と
人
口
減
が
顕
著

で
、
特
に
限
界
集
落
を
抱
え
る
寺
院
は
厳

し
い
現
実
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
大
田

東
組
は
昨
年
末
「
総
代
会
研
修
」
に
お
い

て
、
寺
院
の
役
割
や
念
仏
者
に
よ
る
有
意

義
な
実
践
運
動
と
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
僧
侶
・
総
代
・
仏
婦

五
十
名
程
度
で
し
た
が
、
多
く
の
生
の
声
、

本
音
が
語
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
門

徒
総
代
側
か
ら
僧
侶
は
、
葬
儀
・
仏
事
を

勤
め
る
だ
け
で
、
み
教
え
を
伝
え
る
こ
と

に
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
。
僧
侶
の

地
域
貢
献
の
姿
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
厳
し
い
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

寺
院
の
存
続
は
望
み
た
い
が
、
近
い
将
来

の
維
持
さ
え
困
難
な
事
態
が
予
測
さ
れ
る

苦
し
み
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
寺
院
が
風

景
と
し
て
だ
け
の
存
在
で
は
悲
し
く
、
寺

と
子
ど
も
達
の
気
持
ち
に
馴
染
む
催
し
も

大
事
だ
ろ
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
仏
壇
に
お
参
り
し
、
お
仏
飯

を
あ
げ
る
習
慣
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
意

味
や
、
荘
厳
・
作
法
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
は
案
外
に
難
し
い
と
も
。
ま
た
、
葬

儀
・
仏
事
の
簡
略
化
の
問
題
も
あ
り
ま
し

た
。
概
し
て
危
機
感
の
強
い
寺
院
側
の
意

見
が
大
勢
を
占
め
た
た
め
、
安
定
し
た
寺

院
側
の
考
え
方
は
表
面
化
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
門
徒
総
代
の
方
々
は
、
も
っ
と
多
く

の
僧
侶
が
門
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
て
欲
し

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
底
流
に
あ
り
ま

す
。こ

の
度
の
企
画
は
組
内
全
寺
院
に
案
内

を
し
ま
し
た
が
、
僧
侶
の
出
席
は
半
数
を

下
回
る
状
況
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
垣
間
見

え
る
の
は
組
長
の
力
量
不
足
と
、
住
職
側

の
本
音
は
自
坊
第
一
主
義
で
は
な
か
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
法
印
・
四
法
印

に
依
り
な
が
ら
、
縁
起
の
道
理
に
背
を
向

け
る
笑
え
な
い
一
面
が
照
射
さ
れ
ま
す
。

だ
と
す
れ
ば
自
国
第
一
主
義
や
社
会
問
題

を
論
ず
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ご
門
徒

の
方
々
が
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
、
僧
侶
が
怠

惰
で
あ
る
わ
け
で
も
な
く
研
鑽
精
進
す
る

僧
侶
も
い
れ
ば
、
日
々
の
生
活
優
先
の
寺

院
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
僧
侶
は
本
堂
を
調

え
、
自
ら
の
つ
と
め
の
中
で
ご
門
徒
や
地

域
と
向
き
合
い
つ
つ
、
お
念
仏
申
す
姿
が

出
発
点
で
あ
り
終
着
点
な
の
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
門
徒
の
声
を
聴
い
て

大
田
東
組
長

　松

　村

　淳

　真

山
陰
教
区
布
教
団
企
画

「
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
の
旅
」
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
山
陰
教
区
布
教
団
で

は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
八

月
二
十
二
日
（
火
）
～
八
月
二
十
六

日
（
土
）
の
三
泊
五
日
で
イ
ン
ド
仏
跡

を
巡
る
研
修
旅
行
を
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
お
釈
迦
さ
ま
の
三
大
聖
地（
大
経
・

観
経
ゆ
か
り
の
地
、
成
道
地
、
初
転
法

輪
地
）
を
中
心
に
、
短
い
日
程
で
は
あ

り
ま
す
が
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
山

陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し

ま
す
。当
日
は
旅
行
事
情
の
説
明
の
他
、

申
し
込
み
手
続
き
も
承
り
ま
す
。
参
加

の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
：�

二
〇
一
七（
平
成
二
十
九
）年

四
月
十
八
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
十
分
～

（
一
時
間
程
度
）

　

場
所
：
本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
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教
区
報
『
山
陰
』
一
三
七
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

▼｢

宗
門
総
合
振
興
計
画｣

の
な
か
本
山

本
願
寺
で
は
昨
年
十
月
か
ら
今
年
五
月
に

か
け
て｢

第
二
十
五
代
専
如
門
主
伝
灯
奉

告
法
要｣

が
修
行
中
で
す
。
ま
た
「
振
興

計
画
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
基
本
方
針
三

（
宗
門
の
基
盤
づ
く
り
）の
重
点
項
目
六（
組

織
の
役
割
の
確
認
）
で
は
過
疎
化
の
進
む

寺
院
の
未
来
を
見
据
え
、
全
教
区
に
先
駆

け
て｢

過
疎
対
応
支
援
員｣

が
設
置
さ
れ
、

山
陰
教
区
と
富
山
教
区
が
モ
デ
ル
教
区
と

な
り
ま
し
た
。

▼
支
援
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
寺
お
こ

し
事
業
・
寺
院
の
統
廃
合
・
離
郷
門
信
徒

の
集
い
等
あ
ら
ゆ
る
相
談
窓
口
と
な
り
ま

す
（
詳
し
く
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）。

▼
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
寺
院
の
あ
り
方

や
役
割
を
再
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
つ
い
て
新
た
な
思
考
と
行
動
の
共
有
が

課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

▼
昨
年
十
月
の
鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
半

年
。
東
北
や
熊
本
を
は
じ
め
、
被
災
地
で

は
今
で
も
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
が
心
豊
か
に
生
き
る
道

標
が
必
要
で
す
。（
Ｔ
）

協
賛

瀬
尾
浩
義
商
店

〒
七
三
三
｜
〇
八
五
一

広
島
市
西
区
田
方
三
丁
目

　
　
　
　
　
　

九
〇
九
｜
一
｜
三
〇
一

T
E
L
〇
八
二
｜
二
七
二
｜
八
四
六
一

山陰教区ホームページ（http://www.saninkyoku.net/） 検  索山陰教区

当
山
は
山
陰
教
区
の
中
で
も
西
寄
り
の

益
田
市
、
そ
の
さ
ら
に
西
側
に
位
置
し
、
周

辺
は
深
刻
な
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の
問

題
を
抱
え
た
地
域
で
す
。

ま
た
当
山
は
昭
和
二
十
九
年
よ
り
境
内

地
に
保
育
所
を
開
設
し
、
寺
院
立
の
保
育

所
と
し
て
「
仏
さ
ま
を
中
心
と
し
た
保
育
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
、
昭
和
五
十

年
頃
に
百
三
十
名
を
超
え
る
園
児
が
在
籍

し
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
定
員
三
十
名
の

小
規
模
保
育
所
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

益
田
市
は
人
口
五
万
人

に
満
た
な
い
街
で
す
が
、

市
内
に
は
二
十
九
も
の
認

可
保
育
所
が
あ
り
、
さ
ら

に
認
可
外
保
育
所
や
幼
稚

園
も
あ
り
ま
す
。

保
育
所
の
多
く
は
郊
外

に
あ
る
小
規
模
園
で
、
多

く
の
園
が
地
域
の
人
口
減

少
に
伴
い
保
育
所
の
運
営

存
続
へ
の
危
機
感
を
抱
き

な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地

域
に
根
ざ
し
た
特
徴
の
あ

る
保
育
や
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

当
園
で
も
学
校
区
内
の
保
育
所
、
小
学

校
、
中
学
校
、
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

共
に
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
清
流
日
本
一
に
も
な
っ

た
「
高
津
川
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
遊
び
、

鮎
つ
か
み
、
自
然
体
験
や
地
域
の
大
人
と

の
交
流
で
す
。

自
然
体
験
や
交
流
事
業
と
い
え
ば
ど
こ

に
で
も
あ
り
そ
う
な
事
業
で
す
が
、
こ
の

ふ
る
さ
と
教
育
の
目
的
は
「
人
」
と
「
人
」

を
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
園
児
、小
学
生
、

中
学
生
と
い
っ
た
年
代
や
環
境
の
違
う
子

ど
も
た
ち
を
繋
げ
て
、
ま
た
そ
の
生
活
を

取
り
巻
く
地
域
の
大
人
と
繋
げ
て
い
く
。
子

ど
も
た
ち
は
自
然
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
と
、

そ
こ
で
暮
ら
す
大
人
た
ち
を
知
り
、
大
人

は
自
分
た
ち
の
仕
事
や
活
動
す
る
姿
を
伝

え
て
い
く
こ
と
で
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
そ
れ
を
支
え

る
次
世
代
を
育
て
て
い
く

と
い
う
事
が
こ
の
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
の
中
心
と
な

る
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
現
在

益
田
市
の
教
育
委
員
会
を

中
心
と
し
て
市
内
全
域
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
の
都
市
部
へ
の
流

出
や
減
少
に
よ
り
地
域
が

崩
壊
し
て
い
く
。
こ
れ
は

な
に
も
中
山
間
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
必
ず
都
市
部

に
も
や
っ
て
く
る
問
題
で
す
。

寺
院
運
営
も
当
然
同
じ
よ
う
に
危
機
感

を
持
ち
地
域
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
寺
院
を
護
持
し

て
い
る
の
は
地
域
の
人
々
で
あ
る
御
門
徒

様
方
で
す
。

同
じ
悩
み
を
抱
え
る
皆
で
考
え
協
力
し

解
決
を
探
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

弥勒院琢磨

鹿足組　正法寺　住職
須 山 成 顕

お 寺と地 域


